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1. 研究背景及び目的                

文部科学省は,子供たちの現状を踏まえ,「生きる力」を

育む事を理念におき新学習指導要領を改訂した 1).その

狙いは,自ら問題を発見し,自ら考え判断し,解決する力,

自分の考えや思いを的確に表現する力などを育む事で

ある.その狙いを達成するために,国土交通省では GIS

を総合的な学習の時間・地理学・情報学などで利用する

事を推奨している 2). 

 都立高校改革推進計画 3)によると,「生徒一人一人の個

性や適性に応じ,自身の能力を最大限に発揮する能力の

育成」が求められており,生徒の個性・適性・潜在能力

を伸ばすためにも,個人の性格に応じた教育の実践が必

要である.また,学習上のつまずきを防ぐ指導基準とな

る東京ミニマム 4)を東京都教育庁が開示しており,生徒

の学習上のつまずきに配慮する必要がある 

性格を考慮した学習上のつまずきに関する研究 5)-7)は,

情報学分野において性格とモチベーション及びコメン

ト数並びに発話量との関係を明らかにしている.また,

学習上のつまずきに関する研究は,工学教育のものづく

りにおけるつまずきを活かした教育方法を検討し 8),さ

らに,授業支援における小テキストマイニングから学習

上のつまずきを発見している. 

高校の地理情報システム(GIS)教育に関する既往研究

は,国土交通省政策局による GISを活用した授業例 2)や

携帯型 GIS の有効性の実践事例 10)-11)などがある.また,

参加型の GIS 教育ではフィールドワークを主体とした

GIS 教育 12)を実践した実験研究がある.しかし,開発教

育及び参加型学習を GIS 教育に取り入れたものは少な

く,また,生徒の性格や学習上のつまずき 4)に着目した

GIS教育は,未だに行われていない. 

そこで本研究では,既存の GIS 教育に情報端末を活用

したクラウド GISに加えて開発教育 13)及び参加型学習
14)を取り入れたワークショップを実施し,開発・参加型

GIS 教育における性格別による学習上のつまずきの特

徴を明らかにした. 

 

2. 方法                                           

2-1 ワークショップの概要 

東京都立田無工業高校 (実施日 :2014 年 10 月 27

日,2015 年 6 月 30 日)及び東京都立総合工科高校(実施

日:2015 年 6 月 16 日)にて,導入部・展開部・まとめ部

の 3 部構成(180 分)からなるワークショップを GIS の

授業の一環として実施した(図-1). 

都市工学科の高校 2年生及び 3年生 89名(男性:85名,

女性:4 名)を 5～7 名からなるグループに分け,各グルー

プにワークショップの補助として TAを配置した. 

 
図-1 ワークショップの流れ 

 

2-2 生徒の性格調査及び分類 

生徒の性格を分類するために,東大式エゴグラム(TEG

Ⅱ)を用いた 15)-16).用いた理由として,分類をエゴグラム

やエゴグラム・パターンに沿って実施できることや実

施時間並びに個人採点が容易なため TEGⅡを用いた.

今回は生徒数の関係上,分類方法は,エゴグラムの最高

値及び最低値より 10パターンに分類を行った(表-1). 

 

表-1 東大式エゴグラム(性格一覧) 

 
 

2-3 解析方法 

生徒の GIS に対する印象がワークショップ前後で変

化するかについて明らかにするため,事前アンケート及

び事後アンケートの集計結果を用いて,t 検定を行った.

また,TEGⅡの分類結果を用いてエゴグラムの高低ごと

の性格別に学習上のつまずきに違いがあるかを明らか

にするために,カイ二乗検定を行った.さらに,授業の理

解度に関するアンケートの集計結果を用いて,生徒の学

習上のつまずきの抽出を行うため因子分析とテキスト

マイニングを行った.なお,テキストマイニングを行う

際のソフトウェアは,KH-Coder(Ver.2.beta.31d)17)を使

用した.Kit-Build 概念マップ 18)より得られた生徒マッ

プ(学習者マップ)とこちらで前もって作成したゴール

マップ(教授者マップ)を比較し,生徒の学習上のつまず

きの抽出を試みた.
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3. 結果                                           

3-1 ワークショップ前後の GISの印象の変化 

事前アンケートと事後アンケートの GIS の印象項目

に対して t 検定を行った結果,ワークショップ前後で有

意差が認められ,GIS の印象が好転している事が明らか

となった(P<0.01).また,エゴグラムの高低より分類した

群ごとに t 検定を行った結果,エゴグラムが高い分類で

は活発的な性格(FC群)と素直な性格(AC群)に有意差が

認められた(P<0.01).また,エゴグラムが低い分類では,

素朴な性格 (A 群 )(P<0.01)といい加減な性格 (CP

群)(P<0.05)に有意差が認められた.以上の結果より,子

供の自我状態(好奇心・積極性・協調性)を持つ生徒に,開

発・参加型 GIS教育が有効である事が明らかとなった. 

 

3-2 性格別による学習上のつまずき 

 

表-2 性格別による学習上のつまずきの結果 

 
 

生徒の TEGⅡの結果を用いて,エゴグラムの最大値及

び最低値より分類を行った結果をもとに,カイ二乗検定

を実施した結果,エゴグラム高(P<0.01)とエゴグラム

(P<0.05)に有意差が見られた(表-2).しかし,生徒のエゴ

グラム数に偏りが見られたため,今回は,活発的な性格

(FC-HI)と素直な性格 (AC-HI)並びに素朴な性格 (A-

Low)といい加減な性格(CP-Low)のみに対して解釈し

た. 

 

3-3 学習者の学習上のつまずきの特徴 

 

表-3 因子分析による学習上のつまずきの特徴(全体) 

 
 

 

 因子分析の結果(表-3)より,因子 1 はグループで行う調

査関係の因子負荷量が高いことから,「グループでの調

査・発表のつまずきに関する因子(寄与率 33.8%)」と解

釈した.因子 2は,クラウドGIS19)関係の負の因子負荷量

が高いことから,「クラウド GISのソフトウェアの操作

につまずかない因子(寄与率 29.1%)」と解釈した. 

 

表-4 因子分析による学習上のつまずきの特徴(AC-HI) 

 
 

 因子分析の結果(表-4)より,因子 1はクラウドGIS関係

の因子負荷量が高い事から「クラウド GIS の操作につ

まずいている因子(寄与率 49.3%)」と解釈した.また,因

子 2 は開発教育及び参加型学習の負の因子負荷量が高

い事から「開発教育及び参加型学習につまずいていな

い因子(寄与率 32.7%)」と解釈した. 

 

表-5 因子分析による学習上のつまずきの特徴(A-Low) 

 
 

因子分析の結果(表-5)より,因子 1 はフィールドワーク
12)と問題点の抽出の因子負荷量が高い事から「調査時に

おける問題点のピックアップにつまずいている因子(寄

与率 32.2%)」と解釈した.また,因子 2 は,開発教育関係

の負の因子負荷量が高い事から「開発教育につまずい

ていない因子(寄与率 27.9%)」と解釈した. 

 

 

 

 

因子負荷量と共通性
a1 a2

アイスブレイクを行ってみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.378 -0.887
イメージマップを行ってみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.400 -0.909
ブレインストーミングを行ってみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.767 -0.456
KJ法を行ってみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.819 -0.533
問題点のピックアップを行ってみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.645 -0.763
フィールドワークを行ってみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.792 -0.431
ArcGIS Onlineを操作してみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.880 -0.447
ArcGIS Onlineでの写真撮影において、遅れやつまずきを感じたか? 0.836 -0.359
ArcGIS Onlineでのポイントの作成をしてみて、遅れやつまずきを感じたか? 0.891 -0.344
調査内容をまとめるてみて、遅れやつまずきを感じたか? 0.763 -0.492
発表をしてみて、遅れやつまずきを感じたか? 0.817 -0.521
Kit-Build概念マップを行ってみて、遅れやつまずきを感じたか? 0.664 -0.453
ワークショップ全体を通して、遅れやつまずきを感じたか? 0.519 -0.717
開発教育や参加型学習は理解の促進につながると思いますか? 0.258 -0.148
寄与量 6.899 4.574
寄与率 0.493 0.327

因子負荷量と共通性
a1 a2

アイスブレイクを行ってみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.177 -0.918
イメージマップを行ってみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.222 -0.960
ブレインストーミングを行ってみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.481 -0.566
KJ法を行ってみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.746 -0.584
問題点のピックアップを行ってみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.862 -0.156
フィールドワークを行ってみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.768 -0.140
ArcGIS Onlineを操作してみて、遅れやつまずきを感じましたか? 0.400 -0.656
ArcGIS Onlineでの写真撮影において、遅れやつまずきを感じたか? 0.589 -0.323
ArcGIS Onlineでのポイントの作成をしてみて、遅れやつまずきを感じたか? 0.719 -0.265
調査内容をまとめるてみて、遅れやつまずきを感じたか? 0.571 -0.067
発表をしてみて、遅れやつまずきを感じたか? 0.333 -0.743
Kit-Build概念マップを行ってみて、遅れやつまずきを感じたか? 0.013 -0.453
ワークショップ全体を通して、遅れやつまずきを感じたか? 0.890 -0.211
開発教育や参加型学習は理解の促進につながると思いますか? -0.220 0.174
寄与量 4.502 3.908
寄与率 0.322 0.279
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3-4 学習上のつまずきの抽出 

 テキストマイニングの結果(図-2)より,「地理情報シス

テム」と「理解できなかった」に結び付きがあった事か

ら,地理情報システムの言葉や内容の理解につまずいて

いる事が明らかとなった. 

 エゴグラムの高低より分類した群ごとにテキストマ

イニングを行った結果,活発的な性格(FC-HI)は,ワーク

ショップの学習方法及びクラウド GIS などの言葉の理

解につまずいている事が明らかとなった(図-3).そして,

いい加減な性格(CP-Low)は,大衆の前での発表につま

ずいている事が明らかとなった. 

 

 
図-2 学習上のつまずきの抽出(全体) 

 

 
図-3 学習上のつまずきの抽出(FC-HI) 

 

 
図-4 学習上のつまずきの特徴(CP-Low) 

3-5 つまずきの発生時点の抽出 

 Kit-Build 概念マップの結果を用いて,つまずきが抽出

された箇所をゴールマップに図解化した(図-5).その結

果,×の箇所につまずきが起きている事が明らかとなっ

た.最も多くの生徒のつまずきが起きた箇所は,「イメー

ジマップ 14)」と「ブレインストーミング」の間で,次に

多くつまずきが発生した箇所は,「アイスブレイク」と

「イメージマップ」の間であった.また,語句との関連項

目で最も多く生徒の学習上のつまずきが発生した箇所

は,「アイスブレイク」と「グループ作業の円滑化」の結

び付きであった. 

 

 
図-5 Kit-Build 概念マップを 

用いた学習上のつまずき発生時点の抽出 

 

4. 考察                                           

 アンケート結果の集計結果より,アンケートの記述や

自由記述欄の文章量を見ると,各グループの TA の対応

力に差が出てしまったため,今後は作業の補助に差が出

ないように配慮する必要があると考えられる. 

今回は工業高校という事もあり生徒が男性に偏って

しまったため,今後女性の生徒数も増やしていく必要が

ある. 

また,日本では今日グローバル化が進んでおり,外国人

が日本で授業を受ける機会が増えている.そのため,外

国人のつまずきも考慮する事で開発・参加型 GIS 教育

の汎用性が高まると考えられる. 

 t検定の結果では,GISの印象がワークショップ前後で

好転したが,エゴグラムの分類ごとの性格別では,GIS

の印象が好転しない性格も見られた.これは,生徒数の

関係か性格の関係であるかについては,まだ明らかにで

きていないため,今後,生徒数を増やし明らかにしてい

く必要があると考えられる.また,生徒数を増やす事で

エゴグラムの高低の 10パターンではなく,エゴグラム・

パターンの約 30 パターンに分類する事ができるので,

より詳細な性格と各性格のつまずきを明らかにできる

と考えられる. 

 学習上のつまずきについて明らかにしたが,学習上の

つまずきについて,生徒にフィードバックできていない

ため,今後,学習上のつまずきのフィードバックの方法

についても考えなくてはならない. 

 イメージマップの解析を実施できていないため,ワー

クショップ前後の差から空間的イメージの捉え方の変

化を明らかにする必要がある.今後,空間的イメージの
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捉え方を性格から明らかにできたらと考えている. 

テキストマイニングの共起ネットワーク分析では,共

起関係の絞り込みの設定をデフォルトである Jac-card

係数 0.2 を採用したが,係数を調整する事でより具体的

な学習上のつまずきを明らかにできると考えられる. 

Kit-Build 概念マップでは,学習上のつまずきの発生箇

所について明らかにする事ができたが,Kit-Build 概念

マップの記入方法につまずいている生徒も多く見受け

られた.そのため,Kit-Build 概念マップをより簡易に行

えるよう工夫する事が今後の課題である. 
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